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3. 

有効回答者96人の性別は、男性91人 (94.8%)、女性 5人 (5.2%) であった。ちなみに実際の会の

男女の割合は平成10年10月 1B現在で会員306人中、男性286人 (93.5%)、女性別人 (6.5%)である O

4.住所分布

られた住所を基に東部、中部、西部、県外に分類したところ東部入、中部37入、西部24入、

県外 9人の会員より回答を得た。ちなみに今自のアンケートの回収率を支部別に見ると、平成10年10

月l日現在で、東部75入、中部143入、西部54入、県外34人が入会しているので東部32.0%、中部25.9%、

.4%、県外26.5%となり、西部の回収率の高さと中部の回収率の低さが顕著に現れている O

5. 

(図 3参照)ちなみ (1964年)から入会されている 17人いた。

6. について

図4 と した は3，000円が適当という ~ Iと した

は5.000 という った。
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7.地学会誌「静開地学Jの記事について
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間5 r静岡地学Jの記事について

8. どんな記事に興味を持ちますか。

自興味がない

地学散歩 89.1 10.9 

競演会要旨IJ'//////..J40.2 59.8 

理科 教 材研究官見 65.2 

一鰻研究 成 果 断見 55.4 

地質旅行報告阪調 42.4 

巡議会報告す議 54.3 

その地

。弘 10弘 20覧 30弘ヰ0% 50詫 60弘 70弘

図6 どんな記事に興味を持っか?

80% 90弘 100弘

9.静問地学にどのような記事を載せたらよ
トピックス 10 

いと思いますか? ま也箆 6 

研究成果(撲の高い) 6 

いものから}I債に 現状のま家 8 

県内のま患学 3 
を図?に これより“トピックス"

教材 3 

倒的であることが何 るO また自に付くもの 気象 3 

潔境問鐘 3 

として“研究成果 い)"、 化石 3 

さ
地学案内 3 

東海地震

解説)があり、変わり として と 天文

なんでも

“県内の博物館巡り" どカまある O 海洋

地学と浸題

用語解説

県内の1毒物額巡り

ま色彩

鉱物

議議

O 2 ヰ 6 8 10 12 

人数

国7 にどのよう らよいか?
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10.審の総会と秋の年会について

10-1 ;それぞれの記念講演について

0% 弘 弘 60覧 80% 100% 

図8 記念講演の参加状況

10-2 ;参加しないときの理由はなんですか?

よく参加する

に参加する

国 iまとんど参加していない

参加したことがない

図9参照。「その他jの意見として“遠方のゆえぺ“他の行事と震なる"が多く、 を運ぶ、までも

ない"という厳しし も2、 3あった。

9弘 弘 ヰG弘 弘 喜朗自 100% 

図9 参加しないときの理由

興味がわかな
多い
興味はあるが韓関がない
ので参加で脅ない
その他

10-3 ;年間の時の会員の研究発表について、分野発表の方法、発表時間、発表内容等について

がありましたらお書き下さい。

「発表方法jについては“研究の苦心談も交えた発表"という意見があり、「発表時間Jについては

“時間を厳守ぺ“持ち時間を長く"という意見があった。また、「発表内容Jについては“発表のため

に研究しているぺ“内容が悪い"、“焦点を明確に"、“幅広い発表"、“レベルの低いものがある"など

の厳しい意見もあった。

11.巡検会についての要望(場所、テーマなど)がありましたらお書き下さい。

られた意見を基に場所、テーマ、その他に分類し、場所については更に具体的な場所 e 抽象的

な場所に分類し表にした(表 1) 0 複数の人の要望として自に付いたものとして“過去に行ったコース"

というのがあり、その理由として「もう一度詳しい話を開きたいJ、「前回に都合によりどうしても参

加できなかったJ等が述べられていた。また、足の確保として“貸しパスの利用"という意見も複数

あった。
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静同地学 78号 (1998)

表 l 巡検会についての要望

場
太毘111ダムの地震・工事、春野町の地譲、禽伊豆、第ニ東名、富士山鯨殿場口付近、伊

具体的 豆諸島、丹沢、奥多摩、水窪、浜関原子力舘、東海大地震予知センター、小笠山、工業技
締競地質調査所の博物錯、東京霊力(株)八丈島地熱発電所

所 抽象的
県内、最外、海外、どこでも、本会発行の地学案内審ぬコース、過去に行ったコース、鉱山、鹿
景の科学としてとりあげられるところ、県富部(北遠地方)、シーケンス麗F撃のわかる露頭

ァー 地球環境問題、地震予知、化石、鉱物

その飽
一般向、専門的、露頭を通してのヂイスカッション、貸し切りパスの料用、夏季体業中に、
現状のまま、寄泊、教材摺

12.地学関係の話題で、最近最も興味を感じることはなんですか?

いものから頗に並べた調査結果を密

10に示す。これより“東海地震"、“地球環境"の

圧倒的な人気が伺える O また、阪神淡路大震災お

よび、追っていると れている

らか“地震防災"の人気も伺える O

東 海地盤…

地球環境
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地震訪災

惑譲

火山

天文

地域環境尉

気象

堆犠鰭

トピックス問時

テクトニクス

古生物

地学-1翠波数宵

化石

ヱjレニーニョ現象

生物

怠然博鞠館

活断麓

考古学問

地形

なんでも

疑内の治学

地下水

資議開発
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図10 地学関係の話題で、最近興味を感じること詰?
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13.地学会の今後の活動ではどのようなことを期待されますか?

寄せられた意見を基に巡検会、調査@研究、作成@出版、教育、交流、情報提供@サービス、その

他に分類し、表にした(表 2)0特に、情報提供及びサービスに期待した意見が多く、なかでも“県立

自然史博物館のパックアップ"が目立った。その他、作成@出版活動として“地学絵ノ¥ガキ"の人気

が目立った。また、“インターネットを利用したフォーラム@イベントの開催円といった現在の情報化

社会に則った意見も寄せられた。

表 2 今後の活動の期待

滝めぐり

シルバー周

一鍛向け

海外

県外

化石・鉱物・岩石採縄

本会発行の地学薬内警察のコd

以吉Ij行った壌所

ディスッカションを過して金員の舟上

生暢系毘体

市民

土本関儀

他盟体

自然災審

蒸瀧地襲撃

水

環境謂題

自然苦手道沿いの地質

露醸の保存

観光譲内の提議

山本宇治水

蟻立自然史博物館のハ.ックアップ

会誌・文献の検繋

地学相談

ボランティア

静大教官の研究紹介

地増活動

課外活動の支援

環境教習園問題の檎報

議文紹介
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地学議内宅整

地学カレンダー

地魔議内パノラマ地図

地学芸察内議委(初，t"者向け)

テーマを作ったシリーズもの

会員名簿

地学の欝及

活発に

現状のまま

出来ることは何でも

大学生の参加

環境教驚

地学実験

地学勉強愈

イントネットを利用したフォーラム・イヘットの関穣

会長還を増やす

支出を滋らす

教員以外の会員の檎樋化

金の蜜伝


